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意見を伝える際に
よくある誤解は？

昨今、風力発電や太陽光発電など再生可能エネルギー
事業の推進により、私たちの身近な自然に開発が入る機
会が増えています。事業者は自然環境への影響をどのよ
うに対応するのか？　私たちはどのように関われるのか？　
開発事業に伴う環境アセスについて、１から学んでみた
いと思います。 （まとめ：RIVER-WALK 若林 輝）
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開発企画開発企画

地盤は大丈夫 !?地盤は大丈夫 !?
生態系に影響 !?生態系に影響 !?

事業者

住民代表者

住民代表者 事業者

環
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セ
ス

（
調
査
・
予
測
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評
価
）

環境に配慮した
事業計画に !!
環境に配慮した
事業計画に !!

そもそも
環境アセスってなに

調 査
・既存の資料などを集めて整理

する
・実際に現地に行って、測定や

観察を行う

予 測
・コンピューターなどで各種の予

測式に基づいて計算
・景観などでは３D動画や合成写

真を作成

評 価
・実行可能な最大限の対策がと

られているか？
・環境保全に関する基準や目標

などを達成しているか？

?

環境アセスについて理解を深めるための基本を環境アセスの
専門家である錦澤滋雄さんにお聞きしました。
イラスト：江崎善晴

錦
にしき

澤
ざわ

滋
しげ

雄
お

東京工業大学准教授。環境アセスメント、環境
政策・計画、再生可能エネルギーを専門とする。
再生可能エネルギーの適正な導入に向けた環境
影響評価のあり方に関する検討会の委員など、
環境アセスや再エネの検討に関する国や自治体
の要職を務める。

開発事業を環境に配慮して
より良いものにするための手続きです。

環境アセスメント（略して環境アセス）とは、環境に著しい影響を
及ぼすおそれのある事業などの人間活動について、その影響を
事前に予測・評価して環境配慮する手続きです。法律や条例
上の整理としては許認可法ではなく手続き法に属するものであ
り、事業自体を規制するものではなく、あくまでも事業をより良
いものにするために行われるコミュニケーションとしての手続き
となります。

環境アセスって、
どこの誰がやるの?

事業者が自ら行います。
国や自治体が定める基本的事項や技術指針などを参考

に事業や地域の特性を踏まえて事業者自らが調査・予測・評価し
ます。アセスが適切に行われているかは行政の担当部局がチェック
します。



ここの重さ、
　変えられ
　  ないか？

どっちが
大事なのか…？

事業の
 目的

管理コスト

環境
社
会

この天秤皿に載せるモノを
提供するのが環境アセス

太陽光発電における
環境アセスの適用例

?

?

事業種や規模で不要とされる事業もあります。
開発事業はその規模により、国による環境影響評価

法（アセス法）に基づいた「法アセス」と、自治体が制定した条
例に基づいた「条例アセス」を行うことが定められています。
規模によっては法アセスや条例アセスを行う必要のないもの
もありますが、その際も事業者が自主的に環境アセスを行う
「自主アセス」が勧められています。 事

業
規
模

一定規模以上の開発事業が対象とされ、
必ず行う第 1 種事業と、必要かどうかを個
別に判断する第 2 種事業がある

法アセス対象以外の事業種や小規模事
業が対象。地域の実情に応じた特徴のあ
る内容となっている

法アセスや条例アセスの対象外となる開
発事業で事業者が自ら行う。各種ガイドラ
インに沿って行われることもある

大

小

環境影響評価法（アセス法）に
基づく
法アセス

各自治体の条例に基づく
条例アセス

事業者の任意で行われる
自主アセス

環境アセスは開発事業を止められる
環境アセス自体は事業を
止めるものではありません。

法アセスや条例アセスは、法律や条例でその事業を認めて良
いか否かを判断するものではありません。事業を進める上で

「このような手続きを踏まなければならない」と義務づける仕
組みです。ですから定められた手続きを事業者が適切に進め
れば、事業に反対する人や団体がいたとしても環境アセスの
手続きが完了することはあります。ただ、アセス手続きの中に設
けられる環境大臣意見や知事意見において、事業に対して厳
しいコメントが出されることがあり、事業によっては中止の判
断を迫られる場合もあります。環境アセス自体は事業を止め
ることが目的ではなく、「環境配慮」というアプローチで事業
をどのように良くしていくのかという仕組みなのです。

環境アセスをしない開発事業もあるの



事業の実際の稼動前に予測するだけじゃ
環境配慮として不十分じゃないの

では環境アセスで
自然は守れない

守る方向には働いていると思います。
何をもって「自然が守られた」とするのかは難しいとこ

ろがありますが、社会環境と自然環境の双方に配慮してより良
い決定をするのが環境アセスの精神ですから、生態系や生物
多様性を守る方向に働きかける役割は果たしているかとは思い
ます。また、環境配慮に加えて住民とのコミュニケーションに重
きを置いていることも環境アセスの特徴です。例えば、ある場所
の森林を守っていきたいという地域住民の思い入れや要望が
強ければ、それはより重視すべき意見として扱われるケースが
多いということです。ただ、事業者の自主的な判断に委ねられる
部分がありますから、住民が納得するような形で守られることも
あれば、不十分なケースもあります。丁寧なコミュニケーション
を通してこのギャップを埋めていくことが大切です。

?

実際に誰が
どんな調査をするの

調査の責任主体は事業者ですが、多くの場合、
環境コンサルタントに依頼されます。

法アセスで定められている環境要素の区分は下表の通りですが、絶対にこれ
をやらなければならないというものではなく、あくまでも参考項目として国が
示しているものです。自治体による条例アセスは、地域特性に応じてより柔
軟に項目を立てられる仕組みとなっています。例えば「交通安全」や「文化遺
産」への影響など、さらに独自に項目を加える場合もあります。また、多くの事
業者は自分たちで調査できる能力を持っていませんので、ほとんどの場合は
環境コンサルタントに依頼して調査を行っています。調査の期間や範囲は事
業や地域の特性を踏まえて個々に検討され、住民の意見に応じる形や各分
野の専門家が集まる審査会を通じてチェックされることにより、足りないと判
断された場合には善処する形となります。

法アセスにおける環境大臣の定めた基礎的事項
①環境の自然的構成要素の良好な状態の保持：大気環境、水環境、土壌環境、その他の環境
②生物の多様性の確保および自然環境の体系的保全：植物、動物、生態系
③人と自然との豊かな触れ合い：景観、触れ合い活動の場
④環境への負荷：廃棄物等、温室効果ガス等
⑤一般環境中の放射性物質：放射線の量

事業プラン
「○○ソーラー
  発電所」

環境コンサルタント 事業者

アセスを
行うのは
事業者自身

文献調査

実地調査

?

風力発電や太陽光発電などの再エネ開発事業は今後、
ますます私たちの身近な自然環境に及ぶ可能性が高まっ
ている。大切なことは環境アセスを正しく知ること。



事業の実際の稼動前に予測するだけじゃ
環境配慮として不十分じゃないの

?

?

やり方は定められていません。
環境省や各自治体、事業団体などが参考になる環境配慮

ガイドラインを作成しています。それらに沿ってセルフチェックして
いくことができると思います。私は環境省の出した太陽光発電にお
ける環境配慮ガイドラインの作成に関わりましたが、簡素化できる
ところは簡素化する一方、土砂崩れが起きないよう土地の安定性
については厳重にチェックするようにするなどメリハリのある仕組
みとしています。また1ページ目で事前の自治体への相談や地域住
民への説明会や意見収集などコミュニケーションをとる重要性に
ついても記してあります。

自主アセスに決まりはあるの

そこが環境アセスの課題だと言えます。
建設段階に加えて稼働時も含めた事後のモニタリングをしっかり行い、
問題があれば対策を講じる仕組みをアセス法に盛り込むべきだと思い
ます。特に風力発電の鳥への影響や洋上風力の海洋生態系への影響
などは稼働後でなければ分からないことも多々あります。現在のアセ
ス制度は公害問題での後追い行政の反省から、事業実施前の対策に
重きが置かれていますが、今後は、再エネを主力電源にしていく上で、

「事後」のモニタリングや対策の仕組みを考えていくことも必要不可欠
と感じています。

錦澤さんも作成に関わった環境省による「太陽光発電の環境
配慮ガイドライン」（2020年3月公表）。特に大切な要点が分
かりやすく整理され、自己診断できるチェックリストも付いている。

アセス図書は後から見ることができない!？

日本では現在、配慮書や方法書、準備書などアセス図書（※次のページで紹介）の縦覧には期間が設けられてい

る。世界的にはアメリカなどアーカイブ化している国も多いが、日本の場合は事業者に著作権があるため、公開

期間を延ばすかどうかも事業者の判断に委ねられる。住民などからの意見反映の確認や事後のモニタリングの

観点からもアセス図書はアーカイブ化することが望ましいが、現状は限られた期間で、なおかつ事業者によって

はダウンロードもプリントアウトも禁じていることもあることを覚えておきたい。

風力発電施設のブレードに鳥が衝突するバード
ストライクは、実際に稼働してみるまで分からない。
影響を測るには事後のモニタリングが不可欠だ。



ここでは国の枠組みである法アセスの流れに沿って

地域住民として、また自然保護団体の一員としてで

きることを錦澤さんに教えてもらいます。

?
事業の可否を問う声が多いです。
「事業をすべきではない。事業に反対」という

事業の可否を問う意見が多く集まりがちですが、それは
アセスとはなじまない意見です。「すべきではない」だけ
ではなく、どのように配慮して改善をすれば良いのかを
伝えることが大切です。事業者が必要な環境への配慮
を行うのが難しいと考えた時、事業が止まることはある

かもしれませんが、あくまでも可否を問う場で
はないということを意識した方が有効な
意見を伝えることができると思います。

意見を伝える際に
よくある誤解は

意見を
伝える要点

地域住民の
私たちにできることは?

・可能な限り、早い段階で意見を伝える
・自然環境そのものだけでなく、住環境や

暮らし、生業とのつながりを説明する
・準備書段階で計画の変更を求めるには新知見が必要
・メディアや地域の自然保護団体などとの連携を図る
・事業者の立場も尊重して相互の理解を探る

一
般
か
ら
の
意
見

都
道
府
県
知
事
等
の
意
見

免
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等
を
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う
者
等
の
意
見

環
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を
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の
作
成
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見
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言
等

補
正
評
価
書
の
作
成

評
価
書
の
作
成

一般からの意見を取り
入れるのはここまで

まず何よりも参加することです。
1999年の環境影響評価法（アセス法）施行以前に行わ
れていた閣議アセスの時代は、配慮書も方法書もなく
準備書の段階でアセス図書の縦覧と説明会が行わ
れ、その後に住民意見を提出しても事業者が十分対
応せずに進んでしまうことが少なくありませんでした。
アセス法以降、方法書が生まれ、住民は調査・予
測・評価が行われる前に意見を伝えることができる
ようになりました。そして2011年の法改正から、方法
書の前に配慮書が加わり、地域住民は配慮書、方法
書、準備書の段階で内容を知って意見を述べる機会
を得たわけです。環境アセスはあくまでも手続きであ
り、合意形成が必ずしも必要とされているわけではあ

りませんが、アセスを通して住民は事業
の内容をあらかじめ知り、事業者と
のコミュニケーションをとるきっかけ
となる仕組みであると思います。

何ができる？

　　　　・アセス図書を見たり説明会を聞いて内容を知る
・住民として心配事や意見を伝える
・住民だからこそ知る地域の情報やアイデアを提供する
・最終的な事業者の判断を評価する

環境省：環境アセスメントガイドを一部改変

準
備
書
の
作
成

準 備 書
環境アセスメントの結果を伝えるも
の（住民意見の概要と事業者の見
解、都道府県知事の意見、措置及
び検討の経緯など環境影響評価
の結果）。

評 価 書
準備書に対する意見を踏ま
えて、必要に応じて内容を修
正したもの。

報 告 書
環境保全措置等の
実施状況について
伝えるもの。



地域住民の気付かない自然環境の 
価値を伝えることではないでしょうか。

地域住民はまず自分たちの生活に影響が出る心
配をします。風力発電なら騒音、太陽光発電なら
土砂災害や反射光など。もちろん身近な自然環
境や生きものへの影響も気になるとは思います
が、第一は住環境でしょう。自然保護団体は自然
環境や生態系のスペシャリストであり専門家とも
つながりのある団体ですから、地域の希少な生き
ものたちの利用する場所への影響などについて意
見を述べる役割があると思います。地域住民でも
気付いていない自然の価値を知る立場からの意
見は非常に重要だと思います。また、自然環境へ
の影響を地域住民や専門家との連携で整理した
意見書を事業者に提出するとともに、メディアなど
に伝え広く知らせることも役割だと感じています。

環境アセスメント（法アセス）一連の流れ

?

?最も事業を動かしやすいのはこの段階。
複数案の提案を促しましょう。

事業計画が進む前の配慮書の段階で住民としての意見を
しっかりと伝えることで、事業者も計画に組み込みやすくな
ります。特に複数案の要求は事業をより良くする意味でも
良いと思います。配慮書では位置や規模・配置・構造に
ついて原則複数案を出すこととされています。海外、特にア
メリカのアセスは立地も含めてしっかりとした複数案を比
較検討することでより良い事業計画へ練り上げるプロセス
が重視されています。民有地の多い日本の場合、アメリカ
のように立地についての複数案を挙げるのは難しいかもし
れませんが、配置や構造に関しては複数案を挙げて比較
検討されるべきですから、そこを求めるのは良いと思います。

自然保護団体の
役割は

配慮書の段階が特に
大切と聞きましたが
本当ですか

配
慮
書
の
作
成

※
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象
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に
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定

（
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法
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作
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説
明
会
を
開
催

※

配慮書・方法書・準備書・評価書・報告書、など
環境アセスの中で事業者が作成する書を「環境アセス
メント図書（アセス図書）」と呼ぶ。

ア
セ
ス
メ
ン
ト（
調
査
・
予
測
・
評
価
）の
実
施

配 慮 書
事業の位置・規模等の検討段
階において、環境保全のために
配慮すべき事項についての検討
結果を伝えるもの。

方 法 書
これから行う環境アセスメントの方法を
伝えるもの（対象事業の目的、内容、区
域と周囲の概況、環境影響評価項目並
びに調査・予測・評価の手法）。
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こ
ろ
へ
？
」

と
お
聞
き
し
た
の
で
す
が
、「
事
業
者
が
自

ら
説
明
を
し
て
も
都
合
の
良
い
こ
と
だ
け
を

言
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
け
ど
、
地
元
で
環

境
系
の
人
と
知
ら
れ
て
い
る
あ
な
た
が
間
に

入
る
こ
と
で
聞
い
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い

か
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
私
た
ち
が

独
自
に
調
査
を
し
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

評
価
を
行
い
、
説
明
会
や
ウ
ェ
ブ
公
開
を
通

し
て
住
民
の
意
見
を
聞
く
と
い
う
形
を
「
自

主
簡
易
ア
セ
ス
」と
し
て
提
案
し
、請
け
負
っ

法アセスの枠組みにはまらない小規模開発に対し、
事業者が自ら行う「自主簡易アセス」と

地域住民が行う「住民アセス」が注目を集めています。
それぞれについてNPO地域づくり工房の傘木宏夫さんに聞きました。

身近な自然を守るために知っておきたい

傘
かさ

木
ぎ

宏
ひろ

夫
お

ＮＰＯ地域づくり工房代表理事。
環境アセスメント学会常務理事、
自治体問題研究所理事、長野
大学非常勤講師など。近著『再
生可能エネルギーと環境問題 た
めされる地域の力』（自治体研究
社、2021年10月）など。

◉住民の意見や提案を聴く場を設ける
◉なによりもコミュニケーションが大切

小規模水力発電事業に伴う自主簡易
アセスの一環として実施された魚類の
環境 DNA 調査風景。人物は NPO
地域づくり工房の藤井事務局長



         開発事業団体が定めたガイドラインに応じてセルフチェック
例）小規模風力発電事業のための環境アセスメントガイドブック（風力発電協会）

         国や市町村などの自治体が定めたガイドラインに応じてセルフチェック
例）太陽光発電の環境配慮ガイドライン（環境省）

が
、
こ
の
取
り
組
み
が
県
や
地
域
住
民
、
事

業
者
に
も
大
き
く
評
価
さ
れ
、
事
業
者
と
市

民
団
体
が
協
働
す
る
「
自
主
簡
易
ア
セ
ス
」

の
形
が
で
き
あ
が
っ
て
き
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。

─
─
実
際
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
や
ら
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
？

自
主
簡
易
ア
セ
ス
で
は
、
地
域
特
性
と
住

民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
元
に
重
点
的
に

取
り
組
む
べ
き
環
境
影
響
を
絞
り
込
み
、
評

価
を
行
い
ま
す
。
そ
れ
を
説
明
会
や
ウ
ェ
ブ

な
ど
で
３
D
動
画
を
用
い
て
イ
メ
ー
ジ
し
や

す
く
住
民
に
伝
え
た
上
で
、
住
民
と
の
対
話

を
通
し
て
課
題
を
見
出
し
、
評
価
書
案
と
し

て
ま
と
め
、
解
決
策
の
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し

て
い
き
ま
す
。
大
事
な
こ
と
は
事
業
者
に

ち
ゃ
ん
と
ハ
ー
ド
ル
を
示
す
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
ハ
ー
ド
ル
に
は
環
境
対
策
で
乗

り
越
え
る
も
の
と
住
民
へ
の
説
得
で
乗
り
越

え
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
環
境
対
策
が
採

算
に
合
わ
な
か
っ
た
り
住
民
を
ど
う
し
て
も

説
得
で
き
な
か
っ
た
時
に
事
業
が
止
ま
る
わ

け
で
す
。「
環
境
ア
セ
ス
は
事
業
を
止
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
考
え
を
持
た
れ

る
方
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
ア
セ
ス
は
あ

く
ま
で
も
環
境
保
全
対
策
を
講
じ
る
た
め
の

手
段
で
あ
り
「
止
め
る
こ
と
が
目
的
」
と
い

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
業
者
が
自
主

た
の
で
す
。

─
─
ア
セ
ス
を
請
け
負
う
N
P
O
の
ス
タ

ン
ス
は
事
業
者
の
代
弁
者
で
す
か
？

そ
れ

と
も
反
対
す
る
住
民
と
事
業
者
と
の
仲
裁
役

な
の
で
し
ょ
う
か
？

代
弁
者
で
も
中
立
の
立
場
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
あ
く
ま
で
も
客
観
的
な
視
点
に
立
っ
て

私
た
ち
の
考
え
を
述
べ
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
者
も
そ
れ
を

求
め
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
代
弁
者
を
立
て

て
も
住
民
に
は
言
い
訳
に
し
か
聞
こ
え
な
い

と
い
う
わ
け
で
す
。「
中
立
」
と
言
い
つ
つ
、

力
の
強
い
側
や
お
金
を
出
し
て
く
れ
る
側
に

引
き
寄
せ
ら
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。
自
分
た

ち
が
調
べ
た
こ
と
に
つ
い
て
誠
実
な
態
度
で

あ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

─
─
最
初
の
土
取
り
事
業
に
つ
い
て
、
傘
木

さ
ん
ご
自
身
の
お
考
え
は
？

美
し
い
湖
畔
で
し
た
か
ら
「
こ
ん
な
所
で

土
取
り
を
し
て
は
ダ
メ
だ
ろ
う
」
と
私
は

思
っ
て
ま
し
た
。
で
す
が
ア
セ
ス
の
精
神
は

賛
成
・
反
対
で
は
な
く
、
事
業
に
即
し
て
環

境
影
響
を
評
価
し
て
必
要
な
対
策
を
講
じ
る

こ
と
で
す
か
ら
。
ハ
ー
ド
ル
が
高
け
れ
ば
撤

退
を
考
え
て
も
ら
う
と
し
て
、
と
に
か
く
ア

セ
ス
に
徹
し
て
み
よ
う
と
考
え
た
わ
け
で

す
。
結
果
と
し
て
こ
の
事
業
は
ア
セ
ス
の
結

果
と
は
別
の
理
由
で
撤
退
と
な
り
ま
し
た

自主アセスとは？＝事業者が任意に自主的に行う環境アセス

企業が自主アセスを行う動機
◉会社としての姿勢
◉地域住民の声
◉社会的な評価
　　事業をより良くするために

市民団体協働型自主簡易アセス

法アセスや条例アセスにかからない
中小規模事業の事業者が

市民団体と連携して自主的に行う環境アセスメント

◉市民団体が客観的な目を持って行う
◉地域住民の関心が高い項目を絞り込む
◉透明性の高い情報発信を行う
◉分かりやすく丁寧な説明を行う

◉住民の意見や提案を聴く場を設ける
◉なによりもコミュニケーションが大切

◉ガイドラインのチェックだけにとどまる事業が大半
◉アセスとして必須である住民とのコミュニケーション（透明性の高い情報発信を行う／分かりやすく  
  丁寧な説明を行う／住民の意見や提案を聴く場を設ける）を重視すべき

タイプ１

タイプ2

タイプ3



セ
ス
の
ひ
と
つ
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。
例

え
ば
東
京
都
目
黒
区
の
円
融
寺
で
行
わ
れ
て

い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
奉
納

の
騒
音
が
問
題
に
な
っ
た
際
に
、
騒
音
対
策

の
環
境
ア
セ
ス
を
円
融
寺
の
檀
家
さ
ん
た
ち

と
共
に
行
い
ま
し
た
。
ス
ピ
ー
カ
ー
の
設
置

方
法
を
提
案
し
て
対
策
を
練
り
、
実
際
に
当

日
の
騒
音
測
定
を
行
っ
た
り
、
地
域
住
民
や

来
場
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
り
し
て
取

り
ま
と
め
た
評
価
を
区
役
所
に
提
出
し
ま
し

た
。

─
─
地
域
づ
く
り
工
房
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

は
「
市
民
発
・
環
境
影
響
評
価
」
の
導
入
支

援
サ
イ
ト
も
あ
り
ま
す
ね
。

に
自
主
簡
易
ア
セ
ス
と
い
う
方
法
が
あ
り
、

事
例
も
あ
る
こ
と
を
働
き
掛
け
て
ほ
し
い
で

す
ね
。

─
─
環
境
省
が
出
し
た
「
太
陽
光
発
電
の
環

境
配
慮
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
や
風
力
発
電
協
会

に
よ
る
「
小
規
模
風
力
発
電
事
業
の
た
め
の

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
に
つ

い
て
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
？

こ
れ
も
「
自
主
ア
セ
ス
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
も
の
で
す
が
、
ガ
イ
ド
に
沿
っ
た
内
部
点

検
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多

い
の
が
課
題
で
す
。
環
境
ア
セ
ス
は
科
学
的

調
査
に
基
づ
く
評
価
と
、
住
民
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
両
輪
で
行
わ
れ
る
も

の
で
す
。
少
な
く
と
も
、
説
明
会
や
意
見
募

集
が
組
み
込
ま
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
ア
セ

ス
と
は
呼
べ
な
い
と
思
い
ま
す
。

住
民
ア
セ
ス
と
は
な
に
か
？

─
─
地
域
づ
く
り
工
房
で
取
り
組
ま
れ
て

い
る
も
う
一
つ
の
ア
セ
ス
、「
住
民
ア
セ
ス
」

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

住
民
側
が
自
主
的
に
行
う
ア
セ
ス
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
形
が
あ
り
ま
す
が
、
一
番
大
事

な
点
は
住
民
に
よ
る
参
加
型
調
査
学
習
活

動
で
あ
る
こ
と
で
す
。
例
を
挙
げ
ま
す
と
、

２
０
２
５
年
開
催
予
定
の
大
阪
・
関
西
万
博

の
ア
セ
ス
で
は
、
私
た
ち
は
地
元
の
大
阪
自

然
環
境
保
全
協
会
と
協
働
し
て
塩
性
湿
地
を

持
つ
夢ゆ
め

洲し
ま

地
区
の
調
査
を
独
自
に
行
い
、
そ

の
デ
ー
タ
を
元
に
独
自
の
方
法
書
と
準
備
書

を
事
業
者
よ
り
数
カ
月
早
く
提
起
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
住
民
側
が
積
極
的
に
調
査

し
て
行
う
形
の
住
民
ア
セ
ス
も
あ
れ
ば
、
法

ア
セ
ス
や
条
例
ア
セ
ス
の
手
続
き
に
対
応
し

な
が
ら
意
見
書
な
ど
を
出
し
て
い
く
対
応
型

住
民
ア
セ
ス
も
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て

も
地
域
住
民
自
身
が
参
加
し
て
調
査
や
学
習

を
行
う
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

さ
ら
に
、
事
業
者
が
住
民
の
場
合
に
行
わ

れ
る
自
主
簡
易
ア
セ
ス
も
、
我
々
は
住
民
ア

簡
易
ア
セ
ス
を
行
い
地
域
住
民
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
持
つ
中
で
、
結
果
的
に
ハ
ー

ド
ル
を
越
え
ら
れ
な
け
れ
ば
止
ま
る
も
の
と

考
え
ま
す
。
た
だ
、
自
主
簡
易
ア
セ
ス
の
よ

う
な
努
力
を
し
よ
う
と
し
な
い
事
業
者
が
圧

倒
的
に
多
い
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。

─
─
現
在
、
自
主
簡
易
ア
セ
ス
は
ど
れ
ぐ
ら

い
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
？

残
念
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
開
発
件
数
の
ほ

ん
の
一
部
で
す
。
昨
年
、
風
力
発
電
の
規
模

要
件
も
緩
和
さ
れ
、
圧
倒
的
多
数
の
再
エ
ネ

事
業
が
法
ア
セ
ス
や
条
例
ア
セ
ス
の
対
象
外

と
な
っ
て
い
る
今
、
事
業
者
と
地
域
住
民
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
大
き
な
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
自
主
簡
易
ア
セ
ス
は
そ
の

受
け
皿
と
な
る
も
の
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ
広

が
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

私
の
知
る
限
り
、
事
業
者
が
自
主
簡
易
ア

セ
ス
を
行
う
き
っ
か
け
は
、
ほ
と
ん
ど
が
住

民
側
か
ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
受
け
て
、
そ

れ
に
ど
う
対
応
す
る
べ
き
か
と
考
え
た
時
に

た
ど
り
着
く
ケ
ー
ス
が
多
い
ん
で
す
。
と
は

い
え
、
多
く
の
場
合
は
住
民
か
ら
事
業
者
に

「
ア
セ
ス
を
す
べ
き
」
と
働
き
か
け
て
も「
ア

セ
ス
の
対
象
事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い

う
答
え
が
返
っ
て
き
ま
す
。
た
だ
、
大
切
な

こ
と
は
制
度
の
対
象
に
な
る
か
ど
う
か
で
は

な
く
説
明
責
任
の
果
た
し
方
で
す
。
そ
の
時

住民アセス

調査学習活動を伴う
住民参加型のアセスメント

積極提案型
地域住民が自ら調査した内容を元に意見書
を作成して事業者に提出するなど、形や手
順にはとらわれずに事業者との積極的な対話
を目指す。

手続き対応型
法アセスや条例アセスなどで定められた手順
に従い、パブリックコメントなどの機会に自分
たちの調査や評価に基づいた意見を伝える。

事業者＝住民型
住民である事業者が行う自主簡易アセスのこ
と。自らが住民としての立場にも立って調査
を行い事業の環境配慮を評価する。



は
い
。
こ
の「
住
民
ア
セ
ス
支
援
サ
イ
ト
」

で
は
、
設
問
に
選
択
入
力
す
る
だ
け
で
身
近

な
開
発
事
業
の
環
境
影
響
診
断
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
身
近
な
自
然
で
中
小
規
模
の

開
発
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
時
に
、
事
業
者

に
ど
の
よ
う
な
環
境
配
慮
を
働
き
掛
け
た
ら

よ
い
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
自
分
た

ち
で
調
べ
た
ら
よ
い
か
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス

が
示
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
住
民
や
自
治
体
、

自
然
保
護
団
体
な
ど
に
意
見
を
も
ら
う
た
め

の
「
暫
定
配
慮
書
案
」
の
骨
格
を
作
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
N

A
C
S-

J
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ
イ
ト
１
０

０
０
里
地
調
査
を
行
っ
て
い
る
地
域
を
示
す

モ
ニ
１
０
０
０
マ
ッ
プ
や
、
地
域
の
自
然
保

護
団
体
が
表
示
さ
れ
る
ウ
ェ
ブ
マ
ッ
プ
も
あ

り
ま
す
。
住
民
ア
セ
ス
で
私
が
重
き
を
置
い

て
い
る
の
は
住
環
境
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

自
然
環
境
で
言
え
ば
「
地
域
の
人
の
暮
ら
し

に
結
び
つ
い
て
い
る
自
然
環
境
」
で
す
。
開

発
に
よ
り
住
民
の
生
業
や
暮
ら
し
を
脅
か
す

こ
と
に
つ
い
て
は
事
業
者
を
含
め
、
と
て
も

セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
に
扱
わ
れ
ま
す
。
自
然
環
境

そ
の
も
の
も
大
切
で
す
が
、
そ
こ
に
地
域
住

民
の
生
活
が
結
び
付
い
て
い
る
説
明
を
加
え

る
こ
と
で
、訴
え
は
強
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

─
─
ほ
か
、
身
近
な
自
然
を
開
発
か
ら
守
ろ

う
と
す
る
人
た
ち
に
住
民
ア
セ
ス
の
観
点
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
は
あ
り
ま
す
か
？

配
慮
書
の
段
階
か
ら
言
え
る
意
見
は
し
っ

か
り
と
出
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
計

画
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
事
業
者
は
後
戻
り
や

変
更
を
し
づ
ら
く
な
り
ま
す
。
む
し
ろ
開
発

の
動
き
を
早
め
に
察
知
し
て
、
配
慮
書
を
作

成
す
る
前
か
ら
地
域
で
大
切
に
し
て
い
る
自

然
や
心
配
事
な
ど
を
ま
と
め
て
事
業
者
に
伝

え
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

「市民発・環境影響評価」の
導入支援サイト

傘木さんが代表を務めるNPO 地域づくり工房のウェブサイトに
は、自主簡易アセスや住民アセスの情報がとても分かりやすくま
とめられている。各種支援サイトはじめ、やさしい会話調で環境
アセスを学べる「子ども環境アセス」も必見。
http://npo.omachi.org/

地域づくり工房が協働する自主簡易アセスの
特徴は住民への丁寧な説明。3Dグラフィック
スやムービーで、事業による環境への影響を
分かりやすく伝える。インターネットなど開かれ
た場に公開するのも特徴の一つ。

太陽光発電のパネルによる反射光を測定している様子。
現場の実地調査から得られる情報はとても重要。

地域づくり工房のウェブサイトにある「住民アセス支援サイト」。
10 問ほどの質問に答えることで環境配慮事項の簡易診断ができ
る。また、事業者への働きかけや自分たちで調べることについて
のアドバイスも示される。

自主簡易アセス・
住民アセスへの入口に

地域づくり工房のウェブサイトにある「住民アセス支援サイト」。



N
A
C
S-

J
に
開
発
計
画
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
る
と
、

環
境
ア
セ
ス
に
対
し
、
N
A
C
S-

J
は

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
、

保
護
部
の
若
松
伸
彦
が
伝
え
ま
す
。

N
A
C
S-

J
保
護
部

若わ
か

松ま
つ

伸の
ぶ

彦ひ
こ

科
学
的
に
重
要
な
場
所
な
ど
を
中
心
に
対
応

し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
N
A
C
S-

J
の
保
護
部
と
し

て
、
実
際
に
開
発
事
業
の
情
報
を
い
た
だ
い

て
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

か
、
流
れ
を
追
っ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

関
わ
る
事
業
の
情
報
を
集
め
る

ま
ず
、
寄
せ
ら
れ
た
情
報
の
環
境
ア
セ
ス

手
続
き
が
ど
の
段
階
で
あ
る
の
か
を
確
認
し

ま
す
。
配
慮
書
な
の
か
、
方
法
書
な
の
か
、

も
し
く
は
準
備
書
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

準
備
書
ま
で
進
ん
で
い
る
と
で
き
る
こ
と
が

限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
で
き
れ
ば
配

慮
書
の
段
階
か
ら
関
わ
れ
る
の
が
理
想
で
す
。

ア
セ
ス
図
書
は
、
都
道
府
県
の
環
境
影
響

評
価
課
な
ど
が
縦
覧
期
間
を
告
知
し
て
い

て
、
事
業
者
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
地
域
の
行

N
A
C
S-

J
は
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る

環
境
ア
セ
ス
に
対
し
、
環
境
N
G
O
と
し

て
の
知
識
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
、

科
学
的
な
視
点
か
ら
意
見
書
を
提
出
す
る
な

ど
、
希
少
な
自
然
環
境
へ
の
配
慮
を
事
業
者

に
促
す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
方
々
に
と
っ
て
身
近
な
自
然
環
境

は
と
て
も
大
切
な
財
産
で
す
。
そ
れ
を
著
し

く
損
な
う
開
発
事
業
に
対
し
て
は
、
強
い
意

見
表
明
を
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
会
員

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
N
A
C
S-

J
に
は

自
然
を
大
切
に
思
う
方
々
か
ら
多
く
の
開
発

事
業
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
対

し
、
で
き
る
だ
け
ア
ド
バ
イ
ス
や
意
見
書
な

ど
で
お
応
え
を
し
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま

す
が
、
一
つ
の
案
件
に
真
面
目
に
向
き
合
う

に
は
時
間
が
か
か
る
た
め
、
そ
の
中
で
も
特

に
希
少
種
の
生
息
地
や
原
生
林
・
自
然
草
原
、

（上）風力発電事業の方法書
に対して NACS-J が提出し
た意見書。多くの場合、同
時にメディアにも発信してい
る。（ 左 ）Google Earth の
3D 画像を用いて現地の様子
を確認。必要に応じて現地
査察も行う。



か
っ
た
ら
、
改
め
て
こ
の
場
所
の
イ
ヌ
ワ
シ

の
生
息
や
繁
殖
状
況
な
ど
を
文
献
や
専
門
家

の
意
見
か
ら
紐
解
い
て
い
き
、
意
見
書
と
し

て
提
出
し
ま
す
。

意
見
出
し
は
早
い
段
階
ほ
ど
効
果
的
で

す
。
事
業
者
は
計
画
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、

そ
の
事
業
に
お
金
を
か
け
て
い
る
た
め
、
変

更
を
聞
き
入
れ
づ
ら
く
な
り
ま
す
。
可
能
な

限
り
早
い
段
階
で
伝
え
る
よ
う
心
が
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
は
皆
さ
ん
に
知
っ
て
お

い
て
ほ
し
い
の
で
す
が
、
各
段
階
に
応
じ
て

適
切
な
意
見
を
出
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
配

慮
書
で
は
環
境
へ
の
配
慮
を
理
由
と
と
も
に

し
っ
か
り
と
求
め
、
方
法
書
で
は
調
査
の
期

間
や
方
法
に
つ
い
て
の
意
見
を
述
べ
る
な

ど
、
そ
の
場
に
即
し
た
意
見
を
述
べ
た
方
が

効
果
的
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
方
法
書
に
は
専

門
家
の
コ
メ
ン
ト
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
N
A
C
S-

J
で
は
そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
と
と
も
に
、
他
の
専
門
家
の
意
見
も
聞

き
な
が
ら
適
正
な
調
査
が
行
わ
れ
る
よ
う
意

見
を
出
し
ま
す
。

調
査
・
評
価
後
に
出
さ
れ
る
準
備
書
で
は

方
法
書
に
対
す
る
住
民
の
意
見
を
受
け
止
め

た
調
査
を
行
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
調
査
結

果
の
評
価
に
過
ち
が
な
い
か
、
環
境
配
慮
の

判
断
は
適
正
か
な
ど
、
し
っ
か
り
と
チ
ェ
ッ

ク
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考

用
い
て
い
ま
す
。
方
法
書
ま
で
進
ん
で
い
る

事
業
は
地
図
上
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

配
慮
書
の
段
階
で
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
地
図
上
で
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
確
認

を
し
て
い
き
ま
す
。

私
た
ち
は
ま
ず
法
的
な
規
制
を
確
認
し
ま

す
。
国
立
公
園
な
ど
の
自
然
公
園
で
計
画
さ

れ
て
い
な
い
か
、そ
の
ほ
か
の
保
護
地
域
や
、

緑
の
回
廊
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
地
な
ど

の
範
囲
を
地
図
上
で
重
ね
合
わ
せ
ま
す
。

次
に
事
業
予
定
地
の
自
然
環
境
を
調
べ
ま

す
。
ま
ず
は
植
生
。
開
発
事
業
は
そ
の
種
類

に
関
わ
ら
ず
、
土
地
を
改
変
す
る
わ
け
で
す

か
ら
植
生
の
確
認
は
必
須
で
す
。
植
生
図
や

植
生
自
然
度
、
学
術
的
に
価
値
の
あ
る
特
定

植
物
群
落
が
一
目
で
分
か
る
地
図
を
重
ね
、

も
し
開
発
地
が
重
要
な
植
生
や
自
然
度
の
高

い
自
然
林
・
自
然
草
原
に
重
な
っ
て
い
る
よ

う
な
ら
ば
優
先
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

次
に
事
業
の
種
類
に
応
じ
て
関
係
の
深
い

動
物
の
生
息
地
を
確
認
し
ま
す
。
例
え
ば
風

力
発
電
な
ら
イ
ヌ
ワ
シ
や
ク
マ
タ
カ
の
生
息

地
に
か
か
っ
て
い
な
い
か
、
鳥
の
渡
り
ル
ー

ト
に
か
か
っ
て
い
な
い
か
、
コ
ウ
モ
リ
の
生

息
地
は
ど
う
か
な
ど
。
太
陽
光
で
は
希
少
な

昆
虫
類
や
両
生
類
な
ど
の
生
息
地
な
ど
を
中

心
に
確
認
を
し
ま
す
。

そ
の
他
の
希
少
種
の
生
息
地
を
調
べ
た

り
、
地
形
面
か
ら
土
砂
警
戒
区
域
か
ど
う
か

な
ど
に
つ
い
て
も
調
べ
ま
す
。
そ
れ
ら
の
情

報
を
元
に
、
重
要
な
自
然
環
境
へ
の
影
響
度

合
い
を
重
視
し
て
意
見
書
を
出
す
か
ど
う
か

の
判
断
を
し
て
い
き
ま
す
。
住
民
の
方
々
に

と
っ
て
は
住
環
境
へ
の
影
響
も
大
切
で
す

が
、
私
た
ち
環
境
N
G
O
の
立
場
と
し
ま

し
て
は
、
ま
ず
第
一
に
希
少
種
の
生
息
状
況

や
自
然
度
の
高
さ
な
ど
重
要
な
自
然
環
境
へ

の
影
響
を
判
断
材
料
と
し
て
い
ま
す
。

N
A
C
S-

J
担
当
者
と
し
て
は
、
ア

セ
ス
図
書
、
イ
ー
ダ
ス
、
文
献
な
ど
の
分
析

だ
け
で
な
く
、
な
る
べ
く
現
地
の
状
況
の
確

認
を
し
て
、
現
場
で
分
か
る
規
模
や
状
況
を

把
握
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
が
、
情

報
が
寄
せ
ら
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
や
季
節
に

よ
っ
て
は
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に

意
見
書
を
提
出

意
見
書
を
出
す
こ
と
を
決
め
た
ら
、
基
本

的
に
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
期
間
中

に
パ
ブ
コ
メ
と
し
て
意
見
を
提
出
し
ま
す
。

N
A
C
S-
J
は
科
学
的
な
知
見
を
ベ
ー

ス
と
す
る
団
体
で
す
の
で
、
科
学
論
文
な
ど

の
文
献
を
読
み
込
み
、
意
見
に
科
学
的
な
根

拠
付
け
を
し
ま
す
。
例
え
ば
イ
ー
ダ
ス
か
ら

事
業
計
画
地
が
イ
ヌ
ワ
シ
の
生
息
地
だ
と
分

政
機
関
で
の
現
物
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。
多

く
の
ア
セ
ス
図
書
は
縦
覧
期
間
が
終
了
す
る

と
閲
覧
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

ア
セ
ス
図
書
に
は
事
業
者
や
事
業
内
容
が

幅
広
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
事
業
内

容
や
そ
の
範
囲
の
把
握
を
し
ま
す
。
そ
の
上

で
、
全
体
に
ざ
っ
と
目
を
通
し
、
そ
の
場
所

の
自
然
環
境
な
ど
の
概
要
を
確
認
し
ま
す
。

配
慮
書
の
場
合
、
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
基

本
的
に
事
業
計
画
地
の
自
然
環
境
と
住
環

境
に
つ
い
て
の
文
献
か
ら
の
調
査
情
報
で

す
。
該
当
事
業
の
た
め
に
現
地
調
査
を
し
た

結
果
で
は
な
く
、
文
献
の
情
報
か
ら
事
業
に

よ
る
影
響
や
配
慮
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
情
報
は
か
な
り
多
岐
に
渡
っ
て
い
ま
す

か
ら
、
す
べ
て
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
と
莫

大
な
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
ず

は
要
点
を
押
さ
え
て
い
く
作
業
と
な
り
ま

す
が
、
そ
の
時
に
と
て
も
役
に
立
つ
の
が
、

E
A
D
A
S
（
イ
ー
ダ
ス
）
で
す
（
次
ペ
ー
ジ

参
照
）。

イ
ー
ダ
ス
は
環
境
省
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
公
開
し
て
い
る「
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
で
す
。
地
図
上
で
あ
ら
ゆ
る
自

然
環
境
と
社
会
環
境
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と

の
で
き
る
G
I
S
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
あ
れ
ば
誰
で
も
使
用
で
き
ま
す
。
ア
セ
ス

図
書
を
作
成
す
る
事
業
者
側
も
イ
ー
ダ
ス
を



を活用しよう
環境アセスメントデータベース

既設・進行中の
開発事業を地図上で
チェックできる！

土地の法的な
編みかけを
知ることができる！

植生や野生動物の
生息地を
知ることができる！

イーダスのトップ画面。スマートフォ
ンでも使用可能。（https://www2.
env.go.jp/eiadb/ebidbs/）

全国環境情報の中にある社
会的状況。この中に各種国
や自治体で定められた規制が
網羅されている。

全国環境情報では植生図や
動物の生息状況、また大気、
水循環、土壌なども確認する
ことができる。

開発事業の位置が一目で分かる。クリック
すると事業の情報も確認することができる。

環境アセスメントの手続きを踏んだ既設
の再生可能エネルギー事業の情報が地
図上に網羅されている。また方法書に
移った段階で進行中の事業も地図上に
落とし込まれる。

希少動物の生息地や、その土地の植
生の自然度、さらに鳥の渡ルート（上図）
まで、要となる自然環境の情報が地図
上で確認できる。

国立公園や国定公園など法や条例等
の規制がかけられている場所を地図上
に重ねられる。事業場所の法的規制の
有無を知ることができる。

え
て
い
ま
す
。

意
見
の
共
有
も
大
切

各
意
見
書
の
内
容
を
地
元
住
民
の
方
々
や

メ
デ
ィ
ア
に
向
け
て
広
く
発
信
す
る
の
も
重

要
な
仕
事
で
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
多
く
の

人
と
共
有
す
る
強
い
意
見
で
あ
る
こ
と
を
表

明
を
す
る
た
め
に
、
他
の
自
然
保
護
団
体
や

地
域
住
民
と
連
名
で
意
見
書
を
出
す
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
例
え
ば
白
神
山
地
の
ブ
ナ
原
生

林
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
全
国
的
な
視

点
か
ら
重
要
な
自
然
の
価
値
に
そ
の
地
域

の
人
々
が
気
付
い
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
全
国
的
視
野
を
持
っ
て
自
然
環
境
を
俯

瞰
し
て
評
価
で
き
る
こ
と
が
N
A
C
S-

J

の
強
み
で
す
か
ら
、
そ
の
観
点
か
ら
自
然
の

価
値
を
訴
え
て
い
き
ま
す
。

環
境
ア
セ
ス
は
開
発
事
業
を
止
め
る
た
め

の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
科
学

的
知
見
に
基
づ
い
た
適
正
な
環
境
配
慮
を
事

業
者
に
強
く
求
め
て
い
く
こ
と
で
、
計
画
が

環
境
を
配
慮
し
た
も
の
に
大
き
く
変
更
・
縮

小
さ
れ
た
り
、
配
慮
を
促
す
こ
と
で
結
果

と
し
て
事
業
が
止
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

N
A
C
S-

J
で
は
、
そ
の
よ
う
な
事
業
者

の
適
切
な
環
境
配
慮
を
促
す
た
め
の
努
力
を

今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

環境アセスメントデータベース

  「自然の代弁者」として



開発事業から身近な自然を守るために私たちにできることはなんでしょう？　
環境アセスの側面から考えてみました。

「ここへ畑起してもいいかあ。」
「いいぞお。」森が一斉にこたえました。

　宮沢賢治の童話「狼森と笊森、盗森」にこんな一
節がある。大昔、百姓が入植するとき、畑を起こし、
家を建て、火を炊き、木を貰う・・とその行為ごとに
丁寧に許しを「森」に請うのである。謙虚に「森」＝
自然と対話をし感謝を繰り返す。時に災害や飢饉があ
りながらも、畏敬の念をもって自然から生活の糧を得
て、その土地に暮らし続ける。かつての日本人の「自
然観」が描かれている。
　現代の日本はどうだろう。沖縄では、サンゴは移植
するから問題ないとした環境アセスを終えて埋め立て
事業を進め、結果サンゴの移植はほとんど成功してい
ない。そういう事業者に、自然と真摯に対話をする謙
虚な姿勢は果たしてあるのだろうか。
　環境アセスによって、開発事業を止められると期待
する人は多いだろう。しかし、この特集で解説したよ
うに環境アセスは「止める」ための手続きではない。
いかに環境に与える影響を少なくするように事業者が
ベストを尽くし、そのための対話を託す手続きである。
事業者が行った調査結果に基づく自然への影響評価
の度合い、また環境の保全策が十分であるかどうか
は、都道府県の審査会などで厳しく審査される。事
業の大幅な見直しや改善を求める意見を知事や大臣

が発すると、事業者が撤回することは少なからずある。
　そこに少しでもつなげるために NACS-J は、科学
的知見をもとにして重要な自然環境に大きな影響を及
ぼす開発行為については、中止や計画の見直しを求め
ている。と同時に、とても大切なことは、日頃から地
域の自然に接している市民からの意見や問題指摘であ
る。住民・市民の調査結果や情報をもとにした意見
には重い価値があり、環境アセスの上でもっと尊重さ
れるべきである。
　環境アセスをポジティブに捉えれば、地域の環境
に関する現地調査をもとに、地域の価値を評価する
機会でもある。市民では調べきれない情報が集まるこ
とも多々ある。アセスメントで分かった情報を理解し
たうえで、自然と暮らしに影響を与えず、地域を持続
的にしていく方法を事業者と話し合う場を求め、開発
事業を地域にとってより良いものにしていけないだろう
か。各地で再生可能エネルギーの開発案件が増えてい
くこれからは、環境アセスを計画段階から有効に活用
して、持続可能な地域づくりと密接なものとする可能
性を探りたい。

そのベースとなるのが、地域の人の自然を大切に思う
気持ちである。会員・指導員の皆さんは、日頃から地
域の自然を観察して記録し、その価値を地域で共有し
てほしい。なぜならば、地域の自然の理解者は、賢治
の物語にある「森」つまり自然の代弁者でもあるからだ。
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